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１ 平成23年産花きの作付（収穫）面積及び出荷量の動向

作付（収穫）面積は、切り花類で１万5,780ha、球根類で478ha、鉢もの類で1,833ha、花壇用苗もの

類で1,559haとなっており、前年産に比べてそれぞれ420ha（３％）、27ha（５％）、26ha（１％）、10

ha（１％）減少した。

出荷量は、切り花類で41億6,400万本、球根類で１億3,400万球、鉢もの類で２億5,390万鉢、花壇用

苗もの類で７億860万本となっており、前年産に比べてそれぞれ１億8,700万本（４％）、1,550万球

（10％）、730万鉢（３％）、1,310万本（２％）減少した。

表１ 平成23年産花きの類別作付（収穫）面積及び出荷量（全国）

注：１ 調査は主産県を対象に実施しており、全国値については主産県の結果を基に推計した（以下の表について同じ。）。

２ 切り花類、鉢もの類及び花壇用苗もの類の値は、表章されている内訳品目以外の品目を含んだ合計である（以下の表につ

いて同じ。）。

３ 球根類及び鉢もの類は、収穫面積である。

４ 出荷量の単位は、切り花類及び花壇用苗もの類が万本、球根類が万球、鉢もの類が万鉢である。

２ 類別・品目別の作付（収穫）面積及び出荷量の動向

(1) 切り花類

作付面積は１万5,780haで、前年産に比べて420ha（３％）減少した。品目別にみると、スターチス

及びアルストロメリアが増加したものの、きく等が減少した。

出荷量は41億6,400万本で、前年産に比べて１億8,700万本（４％）減少した。

なお、品目別にみた出荷量の構成割合は、きくが38％、カーネーションが８％、ばらが７％となっ

ており、この３品目で全体の約５割を占めている。

図１ 切り花類の品目別出荷量割合 図２ 切り花類の作付面積と出荷量の推移
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表２ 平成23年産切り花類の作付面積及び出荷量（全国）

ア きく

作付面積は5,233haで、鹿児島県等で減少したことから、前年産に比べて98ha（２％）減少した。

出荷量は15億9,700万本で、前年産に比べて6,300万本（４％）減少した。これは、需要の減少等

による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、愛知県が28％、沖縄県が18％となっており、この

２県で全国の約５割を占めている。

また、品目別に見た出荷量の構成割合は、輪ぎくが54％、小ぎくが30％、スプレイぎくが16％と

なっている。

図３ きくの都道府県別出荷量割合 図４ きくの品目別出荷量割合
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図５ きくの作付面積と出荷量の推移 図６ 輪ぎくの作付面積と出荷量の推移

図７ スプレイぎくの作付面積と出荷量の推移 図８ 小ぎくの作付面積と出荷量の推移
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イ カーネーション

作付面積は378haで、北海道、愛知県等で減少したことから、前年産に比べて12ha（３％）減少

した。

出荷量は３億3,120万本で、前年産に比べて1,210万本（４％）減少した。これは、燃油価格の高

騰に伴う影響等による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、長野県が19％、愛知県が17％、兵庫県が12％とな

っており、この３県で全国の約５割を占めている。

図９ カーネーションの都道府県別出荷量割合 図10 カーネーションの作付面積と出荷量の推移

ウ ばら

作付面積は419haで、静岡県等で減少したことから、前年産に比べて13ha（３％）減少した。

出荷量は３億40万本で、前年産に比べて1,530万本（５％）減少した。これは、燃油価格の高騰

に伴う影響等による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、愛知県が18％、静岡県が９％、福岡県が６％とな

っており、この３県で全国の約３割を占めている。

図11 ばらの都道府県別出荷量割合 図12 ばらの作付面積と出荷量の推移
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エ トルコギキョウ

作付面積は439haで、福島県等で減少したことから、前年産に比べて15ha（３％）減少した。

出荷量は１億100万本で、前年産に比べて550万本（５％）減少した。これは、需要の減少等によ

る。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、長野県が13％、熊本県が10％、福岡県が９％とな

っており、この３県で全国の約３割を占めている。

図13 トルコギキョウの都道府県別出荷量割合 図14 トルコギキョウの作付面積と出荷量の推移

オ ゆり

作付面積は833haで、福島県、鹿児島県等で減少したことから、前年産に比べて22ha（３％）減

少した。

出荷量は１億5,500万本で、前年産に比べて290万本（２％）減少した。これは、作付面積の減少

等による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、埼玉県が18％、高知県が13％、新潟県が11％とな

っており、この３県で全国の約４割を占めている。

図15 ゆりの都道府県別出荷量割合 図16 ゆりの作付面積と出荷量の推移
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(2) 球根類

収穫面積は478haで、前年産に比べて27ha（５％）減少した。

出荷量は１億3,400万球で、前年産に比べて1,550万球（10％）減少した。これは、収穫面積の減少、

春先の低温の影響等による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、鹿児島県が21％、新潟県が19％、富山県が17％とな

っており、この３県で全国の約６割を占めている。

図17 球根類の都道府県別出荷量割合 図18 球根類の収穫面積と出荷量の推移
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(3) 鉢もの類

収穫面積は1,833haで、前年産に比べて26ha（１％）減少した。品目別に見ると、花木類が増加し

たものの、シクラメン、洋ラン類及び観葉植物が減少した。

出荷量は２億5,390万鉢で、前年産に比べて730万鉢（３％）減少した。

なお、品目別にみた出荷量の構成割合は、花木類が21％、観葉植物が18％、シクラメンが８％、洋

ラン類が７％となっており、この４品目で全体の約５割を占めている。

表３ 平成23年産鉢もの類の収穫面積及び出荷量（全国）

図19 鉢もの類の品目別出荷量割合 図20 鉢もの類の収穫面積と出荷量の推移
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ア シクラメン

収穫面積は208haで、福島県、島根県等で減少したことから、前年産に比べて４ha（２％）減少

した。

出荷量は2,040万鉢で、前年産並みであった。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、長野県が14％、愛知県が12％、茨城県及び栃木県

が６％となっており、この４県で全国の約４割を占めている。

図21 シクラメンの都道府県別出荷量割合 図22 シクラメンの収穫面積と出荷量の推移

イ 洋ラン類

収穫面積は232haで、宮城県、宮崎県等で減少したことから、前年産に比べて６ha（３％）減少

した。

出荷量は1,720万鉢で、前年産に比べて20万鉢（１％）減少した。これは、収穫面積の減少、燃

油価格の高騰に伴う影響等による。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、愛知県が23％、福岡県及び熊本県が10％となって

おり、この３県で全国の約４割を占めている。

図23 洋ラン類の都道府県別出荷量割合 図24 洋ラン類の収穫面積と出荷量の推移
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(4) 花壇用苗もの類

作付面積は1,559haで、前年産に比べて10ha（１％）減少した。

出荷量は７億860万本で、前年産に比べて1,310万本（２％）減少した。これは、需要の減少等によ

る。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、愛知県が９％、千葉県が８％、埼玉県が７％、福岡

県及び奈良県が５％となっており、この５県で全体の約３割を占めている。

表４ 平成23年産花壇用苗もの類の作付面積及び出荷量（全国）

図25 花壇用苗もの類の都道府県別出荷量割合 図26 花壇用苗もの類の作付面積と出荷量の推移

パンジー

作付面積は313haで、前年産並みであった。

出荷量は１億5,940万本で、前年産に比べて430万本（３％）減少した。これは、需要の減少等によ

る。

なお、都道府県別にみた出荷量の構成割合は、埼玉県及び奈良県が７％、神奈川県及び愛知県が６

％、千葉県が５％となっており、この５県で全体の約３割を占めている。

図27 パンジーの都道府県別出荷量割合 図28 パンジーの作付面積と出荷量の推移
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